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いた。また数値モデル計算においても北極へ輸送される BC の除去過程の表現などに問題があり、北極 BC の挙動
の再現性に問題があった。さらに BC に限らず人為起源のエアロゾルが北極に輸送されることにより、雲微物理量
に影響し、雲の放射効果や降水過程に影響する可能性についても大きく理解が遅れていた。 
 このような研究背景から GRENE 北極事業では、研究課題（３）「北極温暖化のメカニズムと全球気候への影
響：大気プロセスの包括的研究」（研究代表者：浮田甚郎）において、BC の動態解明などが行われた。第 1 に、
東京大学が開発してきた COSMOS 測定器を使った観測を、北極大気の代表的な観測拠点であるアラスカのバローと




ルム大学により CLAP /PSAP 測定器を使ったエアロゾルの光吸収係数測定が 20 年以上実施されている。このエア
ロゾルの光吸収係数から BC 質量濃度に変換するためには、単位質量あたりの BC による光吸収係数の値（質量吸
収係数）が必要となる。本研究では COSMOS との同時観測との比較から、これら長期観測で使用されている測定結




た。降水・降雪による BC 除去過程は、BC の大きな発生源があるアジアから北極への輸送中での除去効率を推定す
る上でも、重要な知見である。本研究では降雪・降水試料中の BC の粒径別数濃度を測定するために、水試料をネ
ブライザー（噴霧器）で霧粒化したのちに乾燥させ、生成した BC を BC 測定装置で測定する手法を理論的・実験
的な研究により確立した。そしてニーオルスンとバローにおいて 2013 年からの 2 年間にわたり BC の湿性沈着量
の定量化に成功した。この結果、降水中の BC 濃度と、この BC 濃度と降水量の積である BC 沈着フラックスは、冬
季・春季に高く夏季には低くなっていることがわかった。これは大気中 BC 濃度の季節変化と整合的である。本研
究で初めて明らかとなった BC 沈着量は、今後の数値モデル計算の検証などで重要な役割を果たすものである。 
本研究では第３に、北極への BC 輸送に関わるエアロゾルモデル研究をおこなった。アジアなどの BC の地上発
  
生源からの輸送中の BC の降水除去過程は、北極 BC 動態を数値モデルで再現する上で鍵となるプロセスである。






エアロゾルモデルはアジアなどからの北極への BC 輸送・湿性除去過程を定量化する上での基礎となるものである。 
本研究では第４に、北極圏で初めて雲微物理量の連続直接観測を実施し、雲粒数濃度が冬季に比べて夏季に増
加する季節変化などを明らかとした。観測はニーオルソンのゼッペリン山山頂の観測所（標高 450m）において、
2013 年から 2 年間にわたり実施した。ゼッペリン山山頂と山麓では、それぞれストックホルム大学とイタリアの
フィレンツェ大学などのチームがエアロゾルの粒径分布の観測を実施している（後者は夏季のみ）。雲粒数濃度







ー研究所、アメリカの NCAR をはじめとする多くの研究機関の研究者の協力のもとに実現した。またバローの BC
データはアメリカ NOAA の J. Ogren 氏とカリフォルニア大学バークレー校の Y. Zhao 氏、ゼッペリン山のデータ
はストックホルム大学の J. Strom 氏と P.Tunved 氏と NILU の O.Hermansen 氏、ゼッペリン山山麓データは
ISAC/CNR の V. Gobetti 氏とフィレンツェ大学の R.Udisti 氏と A. Lupi 氏に提供いただいた。また GRENE 北極研
究を含め国内の多くの研究者のご協力をいただいた。数値モデル計算では、東京大学情報基盤センターのスーパ
ーコンピュータなどを使用した。 
  
